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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 141,416 △37.1 △674 ― △801 ― △4,569 ―

21年3月期第2四半期 224,918 ― 3,529 ― 3,217 ― 1,626 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △21.44 ―

21年3月期第2四半期 7.32 7.32

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 162,071 27,245 16.1 122.07
21年3月期 191,999 32,319 15.9 143.35

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  26,015百万円 21年3月期  30,540百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 296,000 △30.6 △600 ― △900 ― △5,200 ― △24.40
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご参照ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご参照ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありま
す。 
 なお、上記予想数値に関する事項につきましては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご参照ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 231,558,826株 21年3月期  231,558,826株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  18,435,301株 21年3月期  18,518,015株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 213,107,675株 21年3月期第2四半期 222,188,131株
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当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日～平成21年９月30日）におけるわが国経済は、一部に景
気回復の兆しが見られましたものの、昨年秋以降の世界的な金融・経済危機による急激な景気後退の影響
が大きく、設備投資需要の大幅な減少が続き民間建設投資も低迷するなど極めて厳しい状況で推移いたし
ました。 
 このような状況の中、当社グループといたしましては、中期経営計画「Ｎｅｏ Ｆｒｏｎｔｉｅｒ 
2011」の２年目として、「機能強化への取組み」と「成長分野の開拓」を各部門ごとに推進し、取引先と
の連携による機能強化と環境・省エネ関連事業にグループを挙げて取り組むとともにコスト削減を進めて
まいりました。しかしながら、工作機械の需要の減少が大きく、新設住宅着工戸数も低水準で推移したこ
となどから、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比37.1%減の1,414億16百万円となりまし
た。 
  また、利益につきましては、営業損失が６億74百万円（前年同期比42億３百万円減）、経常損失が８億
１百万円（前年同期比40億19百万円減）となり、併せて繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討いたしま
した結果、繰延税金資産を41億円取り崩したことなどから四半期純損失は45億69百万円（前年同期比61億
96百万円減）となりました。 
セグメント別の状況は以下のとおりです。 
  
《 産業機器部門 》 
産業機器部門につきましては、世界同時不況の影響を受け景気後退が継続する中、一部の業界では設備

の稼働率の低下に底打ちの兆しが見られましたものの、全体としては極めて低調に推移し厳しい状況が続
きました。このような状況の中、ユーザー需要を的確に捉えたきめの細かい営業戦略の徹底とトレード機
能の強化などに注力いたしましたが、売上高は212億13百万円（前年同期比44.6%減）となりました。 

  
《 工業機械部門 》 
工業機械部門につきましては、国内外での在庫調整の進展やアジア地域での景気の持ち直しなどから底

打ち感が見られましたものの、企業の設備・雇用の過剰感が高まり、設備投資マインドは想定以上に冷え
込み非常に厳しい受注環境が続きました。このような状況の中、新規顧客の開拓、環境・省エネ関連の新
商材の拡販、中国・南アジア市場への積極展開などに取り組んでまいりましたが、売上高は186億16百万
円（前年同期比67.0%減）となりました。 
  

《 管材・空調部門 》 
管材・空調部門につきましては、景気対策としての公共投資が低調に推移したことから物件受注が伸び

ず、民間建設投資においても天候不順や更新需要の停滞により厳しい状況が続きました。このような状況
の中、環境・省エネ事業を成長分野と位置付け、省エネ法に準拠した管理標準作成のコンサルティングの
ノウハウを活かした提案営業やトレード機能強化によるリピートオーダー商品の販売強化などに注力いた
しましたが、売上高は287億31百万円（前年同期比19.2%減）となりました。 
  

《 住宅・建材部門 》 
住宅・建材部門につきましては、雇用環境の悪化により個人消費は依然として低調であり、新設住宅着

工戸数も極めて低水準となり、リフォーム需要も停滞したことから厳しい状況で推移しました。このよう
な状況の中、地球温暖化対策の一環として「クールビルプロジェクト」の展開を加速し、環境・省エネ関
連機器を積極的に拡販するとともに、エンジニアリング機能強化の推進に注力いたしました結果、売上高
は350億７百万円（前年同期比8.3%減）となりました。 
  

《 建設機械部門 》 
建設機械部門につきましては、海外では一部の地域を除き需要が大きく減少しており、国内でも公共工

事の動きが出てまいりましたものの依然として民間設備投資の減少の影響が大きく、建設機械レンタル業
者の稼働状況は低調に推移しました。このような状況の中、小型機器レンタル及び産業系レンタルの市場
における環境・省エネ・安全を切り口にした商材の発掘、中古建設機械オークション市場の拡充、ＰＢ商
品の拡販などに取り組んでまいりましたが、売上高は107億81百万円（前年同期比27.9%減）となりまし
た。 
  

《 エネルギー部門 》 
エネルギー部門につきましては、景気後退により需要が伸び悩む中、原油価格の大幅な下落に伴い販売

価格も低迷し、競争激化により厳しい販売環境で推移しました。このような状況の中、新規顧客の開拓、
既存元売りとの連携強化、仕入チャネルの拡大、軽油の拡販などに注力いたしましたが、売上高は137億
34百万円（前年同期比44.0%減）となりました。 
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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《 その他 》 
その他の部門につきましては、家電製品や住宅設備関連機器などの品揃えの拡充により生活関連商品が

堅調に推移しましたが、木材製品は新設住宅着工戸数が大幅に減少したことなどから需要が低迷し厳しい
事業環境が続きました。この結果、売上高は133億31百万円（前年同期比21.7%減）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて266億45百万円減少
し、1,233億22百万円となりました。これは、現金及び預金が37億11百万円、受取手形及び売掛金が
224億38百万円それぞれ減少したことなどによります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて32億
83百万円減少し、387億48百万円となりました。これは投資有価証券が13億29百万円増加した一方
で、長期繰延税金資産が43億87百万円減少したことなどによります。この結果、資産合計は、前連結
会計年度末に比べて299億28百万円減少し、1,620億71百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて236億56百万円減少
し、1,187億23百万円となりました。これは、支払手形及び買掛金が226億41百万円減少したことなど
によります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて11億97百万円減少し、161億２百万円となりま
した。これは長期借入金が９億66百万円減少したことなどによります。この結果、負債合計は、前連
結会計年度末に比べて248億54百万円減少し、1,348億26百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて50億74百万円減少
し、272億45百万円となりました。これは、四半期純損失の計上などにより利益剰余金が51億74百万
円減少した一方、その他有価証券評価差額金が６億27百万円増加したことなどによります。なお、自
己資本比率は、前連結会計年度末の15.9%から16.1%に上昇しております。 

  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年
度末に比べ35億円減少して、257億54百万円となりました。 
当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。 

税金等調整前四半期純損失を６億54百万円計上したほか、仕入債務の減少などがあった一方、売上
債権の減少などがあり、営業活動による資金の支出は、８億８百万円（前年同期比68億82百万円の支
出増）となりました。 

投資有価証券や有形固定資産の取得による支出などがあった一方、定期預金の払戻しによる収入な
どがあり、投資活動による資金の支出は、７億70百万円（前年同期比１億51百万円の支出増）となり
ました。 

長期借入金の返済や配当金の支払などの支出があり、財務活動による資金の支出は、20億74百万円
（前年同期比82億24百万円の支出減）となりました。 

  

今後のわが国経済は、海外の一部地域での需要回復を背景として、国内企業の生産活動に持ち直しの兆
しが見られますものの、依然として先行きに対する不透明感が強く、設備投資の抑制、個人消費の低迷な
どが続き、景気回復は極めて緩やかなものになることが想定されます。  
  このような状況下、当社グループといたしましては、環境・省エネ関連事業にグループを挙げて取り組
むとともにコスト削減を徹底し、エンジニアリング機能強化やグローバルネットワークの拡大などの諸施
策を推進し収益力の強化を遂行してまいります。  
  平成22年３月期通期の業績予想につきましては、平成21年８月７日に公表いたしました業績予想を修正
しております。詳細につきましては、平成21年10月23日公表の「業績予想の修正及び繰延税金資産の取崩
し並びに配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
  
  なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1)資産、負債及び純資産の状況

   ①資産

   ②負債

   ③純資産

(2)キャッシュ・フローの状況

   ①営業活動によるキャッシュ・フロー

   ②投資活動によるキャッシュ・フロー

   ③財務活動によるキャッシュ・フロー

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末
の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定
する方法によっております。 

③税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税
引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

①企業結合に関する会計基準等の適用 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財務諸表に
関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計基
準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」
（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号
平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」
（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）が平成21年４月１日以後開始する連結会計年
度において最初に実施される企業結合及び事業分離等から適用することができることになったこと
に伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用しております。 
 なお、これらの適用に伴い、適用初年度の期首において、部分時価評価法により計上されてきた
評価差額は全面時価評価法により計上しており、新たに計上した評価差額の少数株主持分額154百
万円は、主として有形固定資産の「土地」及び「少数株主持分」でそれぞれ増加しております。 

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき「財務
諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 
内閣府令第５号）が平成21年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになっ
たことに伴い、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間では「少数株主損益調整
前四半期純損失」の科目で表示しております。 

  
  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 25,836 29,548

受取手形及び売掛金 71,968 94,406

たな卸資産 17,354 17,244

その他 9,389 10,146

貸倒引当金 △1,225 △1,377

流動資産合計 123,322 149,967

固定資産   

有形固定資産 16,489 16,353

無形固定資産   

のれん 441 540

その他 1,754 1,773

無形固定資産合計 2,196 2,313

投資その他の資産   

その他 21,696 24,812

貸倒引当金 △1,633 △1,447

投資その他の資産合計 20,063 23,364

固定資産合計 38,748 42,031

資産合計 162,071 191,999

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 79,433 102,074

短期借入金 34,563 34,602

未払法人税等 251 532

賞与引当金 589 733

その他 3,886 4,437

流動負債合計 118,723 142,380

固定負債   

長期借入金 13,602 14,569

退職給付引当金 235 235

その他 2,264 2,495

固定負債合計 16,102 17,300

負債合計 134,826 159,680
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,644 20,644

資本剰余金 6,777 6,777

利益剰余金 1,461 6,636

自己株式 △2,184 △2,194

株主資本合計 26,699 31,863

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △405 △1,032

繰延ヘッジ損益 △4 24

為替換算調整勘定 △273 △316

評価・換算差額等合計 △683 △1,323

新株予約権 173 89

少数株主持分 1,056 1,689

純資産合計 27,245 32,319

負債純資産合計 162,071 191,999
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(2)四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 224,918 141,416

売上原価 206,760 129,254

売上総利益 18,158 12,162

販売費及び一般管理費 14,628 12,836

営業利益又は営業損失（△） 3,529 △674

営業外収益   

受取利息 714 513

受取配当金 114 79

その他 100 174

営業外収益合計 929 767

営業外費用   

支払利息 946 683

その他 294 211

営業外費用合計 1,241 895

経常利益又は経常損失（△） 3,217 △801

特別利益   

負ののれん発生益 － 151

その他 2 －

特別利益合計 2 151

特別損失   

投資有価証券評価損 428 4

関係会社処理損 268 －

その他 316 －

特別損失合計 1,013 4

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

2,207 △654

法人税、住民税及び事業税 515 162

法人税等調整額 32 3,835

法人税等合計 548 3,997

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △4,652

少数株主利益又は少数株主損失（△） 32 △83

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,626 △4,569
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 第２四半期連結会計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 125,576 79,409

売上原価 115,175 72,534

売上総利益 10,400 6,875

販売費及び一般管理費 7,548 6,594

営業利益 2,852 281

営業外収益   

受取利息 415 291

受取配当金 11 9

その他 35 93

営業外収益合計 463 393

営業外費用   

支払利息 457 306

その他 170 116

営業外費用合計 628 423

経常利益 2,687 251

特別利益   

負ののれん発生益 － 151

その他 2 －

特別利益合計 2 151

特別損失   

投資有価証券評価損 428 4

関係会社処理損 268 －

その他 316 －

特別損失合計 1,013 4

税金等調整前四半期純利益 1,676 398

法人税、住民税及び事業税 398 111

法人税等調整額 △195 4,130

法人税等合計 203 4,242

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △3,844

少数株主利益 150 49

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,323 △3,894
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

2,207 △654

減価償却費 441 524

のれん償却額 98 98

負ののれん発生益 － △151

投資有価証券評価損益（△は益） 428 4

関係会社処理損 268 －

その他の特別損益（△は益） 313 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7 △2

貸倒引当金の増減額（△は減少） △280 32

賞与引当金の増減額（△は減少） △37 △144

受取利息及び受取配当金 △828 △592

支払利息 946 683

為替差損益（△は益） △3 1

売上債権の増減額（△は増加） 12,672 22,636

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,366 △76

仕入債務の増減額（△は減少） △9,699 △22,772

未払消費税等の増減額（△は減少） △46 △54

長期金銭債権の増減額（△は増加） △15 △149

その他 2,737 330

小計 6,830 △285

利息及び配当金の受取額 851 595

利息の支払額 △958 △698

法人税等の支払額 △650 △419

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,073 △808

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △83 △77

定期預金の払戻による収入 162 297

有形固定資産の取得による支出 △221 △169

有形固定資産の売却による収入 46 0

投資有価証券の取得による支出 △37 △325

投資有価証券の売却による収入 61 23

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△131 －

子会社株式の取得による支出 － △498

貸付けによる支出 △269 △239

貸付金の回収による収入 373 316

その他 △519 △96

投資活動によるキャッシュ・フロー △618 △770
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △8,043 －

長期借入金の返済による支出 △1,025 △1,006

リース債務の返済による支出 － △142

自己株式の取得による支出 △529 △1

自己株式の売却による収入 － 0

配当金の支払額 △669 △639

少数株主への配当金の支払額 △17 △6

その他 △14 △280

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,299 △2,074

現金及び現金同等物に係る換算差額 △144 32

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,989 △3,621

現金及び現金同等物の期首残高 32,174 29,255

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 29 120

現金及び現金同等物の四半期末残高 27,215 25,754
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該当事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) 事業の区分は、取扱商品の種類、性質の類似性等により区分しております。  

  

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) 事業の区分は、取扱商品の種類、性質の類似性等により区分しております。  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

産業機器
(百万円)

工業機械
(百万円)

管材・
空調 

(百万円)

住宅・
建材 

(百万円)

建設機械
(百万円)

エネルギー
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する 
    売上高

38,261 56,408 35,575 38,159 14,952 24,523 17,036 224,918 － 224,918 

(2) セグメント間の内部売
上高又は振替高

6,223 923 2,443 1,729 1,195 2 34 12,552 (12,552) －

計 44,485 57,332 38,019 39,888 16,148 24,525 17,071 237,471 (12,552) 224,918 

営業利益又は営業損失(△) 707 2,494 841 318 303 167 △ 440 4,391 (861) 3,529 

産業機器
(百万円)

工業機械
(百万円)

管材・
空調 

(百万円)

住宅・
建材 

(百万円)

建設機械
(百万円)

エネルギー
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する 
    売上高

21,213 18,616 28,731 35,007 10,781 13,734 13,331 141,416 － 141,416

(2) セグメント間の内部売
上高又は振替高

3,058 535 2,021 2,054 975 0 23 8,668 (8,668) －

計 24,272 19,151 30,753 37,062 11,757 13,734 13,354 150,085 (8,668) 141,416

営業利益又は営業損失(△) △ 371 △ 89 503 254 △ 133 46 △ 0 209 (883) △ 674
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全セグメントの売上高及び営業利益の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所

在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

  

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

  

当社は、当第２四半期累計期間において、4,569百万円の四半期純損失を計上いたしました。ま

た、剰余金の配当639百万円を行ったことなどにより、当第２四半期連結会計期間末において利益剰

余金が前連結会計年度末と比べて5,174百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末における株主資

本は26,699百万円となっております。 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

【海外売上高】

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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